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２０１９ 年度卒業生成長実感調査について（報告） 

 

２０１９ 年度の卒業生について、卒業時に学士課程全体を通じた成長実感を測定するため、 

アンケート調査を実施しましたので報告いたします。 

 

1. 調査概要 

 

(1) 趣旨 

中央教育審議会答申の中で示された３つの方針について、その方針に基づく人材育成に関

して、卒業時の学修成果の測定を卒業生の自己評価にて行う。 

調査結果は、学修成果の傾向を把握するとともに、学修支援体制整備に資することを目的

とする。 

 

(2) 調査概要 

【調査実施日】 

 2020 年 2 月 17 日  メーリングリストに WEB 回答フォームを配信 

 2020 年 3 月 13 日・3 月 19 日 卒業対象者へ調査票配布 

 

【対象者】 

歯学部 卒業生 137 名 （有効回答者数 110 名 回答率 80.3％） 

 

【調査方式】 

  新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として WEB アンケート（Googleform）を併用 

  記名式・５件法 

 

(3) 調査項目 

  「卒業認定・学位授与の方針」（以下「ディプロマ・ポリシー 」という。）に関連した 

  自己評価項目１０項目と「カリキュラムに関する満足度」を尋ねる項目８項目を設定 

 

≪自己評価項目≫ １０項目 

 基礎医学及び歯科医学の知識 

基礎歯学、臨床歯学、社会歯学、各分野における知識を体系的に正しく理解し、原理

から応用まで説明できる。 

 情報収集・分析力 

ひとつの事柄について、自ら情報を収集し、複数の視点から現状を俯瞰して分析し、

目的や課題を明らかにすることができる。  

 課題解決力  

問題の本質をとらえ、課題の解決に向けた工程を明らかにし、現実的な課題解決策
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を提示することができる。 

 高い倫理観・コミュニケーション力 

（協力・協働）自分の置かれている状況、役割ややるべきことを認識し、自身の役割を果た

しながら他者と協力・協働することができる。 

（聞く力） 自他分け隔てなく思いやる心を持ち、相手の意見を丁寧に聞くことができる。 

 （伝える力） 他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝え

ることができる。 

 国際人としての素養・多文化共生力 

異なる⽂化や価値観の人々の社会的・⽂化的背景を理解・尊重し、表現を工夫しなが

ら、意見を述べたり、意見調整ができる。 

 歯科医療を適切かつ確実に行う診察・臨床技能 

歯科医師としての基本的な診察技能及び態度を修得し、患者目線での治療を行うた

めの技能を有している。 

 歯科医師としての基礎的素養 

プロフェッショナリズムや倫理観、医療安全、チーム医療、社会保障、地域包括ケア

システム、訪問歯科医療、災害医療など、歯科医師の使命について理解し、他者に説

明できる。 

 学び続ける気持ちと姿勢・自己研鑽力 

歯科に対する社会的ニーズが日々変化していることを認識し、新たな役割に的確に

対応できる資質・能力を学び続ける意欲と意志がある。 

 

【評価基準】 

５：100%基準を満たしていると思う。 

４：80％は基準を満たしていると思う。 

３：50%は基準を満たしていると思う。 

２：ほとんど基準を満たしていないと思う。 

１：そのような力は全く身につかなかったと思う。 

 

≪カリキュラムに関する満足度≫ ８項目 

 基礎医学及び歯科医学の知識 

 情報収集・分析力 

 課題解決力 

 高い倫理観コミュニケーション力 

 国際人としての素養多文化共生力 

 歯科医療を適切かつ確実に行う診察・臨床技能 

 歯科医師としての基礎的素養 

 学び続ける気持ちと姿勢・自己研鑽力 
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【評価基準】 

５：十分身に付けられるカリキュラムであった（満足度 100%） 

  ４：ある程度身に付けられるカリキュラムであった（満足度 80%） 

  ３：どちらとも言えない（満足度 50%） 

  ２：あまり十分なカリキュラムではなかった（満足度 30％） 

  １：対応できるカリキュラムではなかった 

 

 

2. 結果 

 

(1) 自己評価 

 回答者全体の平均点は 38.0 点（50 点満点）となった。 

 全体としては、国試験不合格者の自己評価が低い傾向にあるが、「学び続ける姿勢・

自己研鑚力」は不合格者が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価 全体

基礎医学及び
歯科医学の知識

3.82

情報収集・分析力 3.79

課題解決力 3.75

倫理観・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
（協力・協働）

3.84

倫理観・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
（聞く）

3.94

倫理観・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
（伝える）

3.82

国際人としての素養
多文化共生力

3.78

診察・臨床技能 3.72

歯科医師としての
基礎的素養

3.80

学び続ける気持ちと姿勢
自己研鑽力

3.82



2020/10/14 IR 室作成 

 

 

(2) カリキュラムに関する満足度 

 ２０１９年度卒業生より新たに「カリキュラム満足度」について尋ねた。 

 全体で最も満足度が高かったのは「基礎医学及び歯科医学の知識」で、最も低いのは

「国際人としての素養・多文化共生力」となった。 

 国試合格者の満足度が高かったのは「学び続ける気持ちと姿勢・自己研鑽力」であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム評価 全体

基礎医学及び歯科医学の知識 3.86

情報収集・分析力 3.77

課題解決力 3.79

高い倫理観コミュニケーション力 3.74

国際人としての素養多文化共生
力

3.58

歯科医療を適切かつ確実に行う
診察・臨床技能

3.75

歯科医師としての基礎的素養 3.80

学び続ける気持ちと姿勢・自己研
鑽力

3.76

合格者 不合格者

3.70 4.00

3.68 3.63

3.70 3.63

3.68 3.50

3.58 3.38

3.67 3.63

3.73 4.00

3.75 3.63


